
休日部活動の地域移行に関する
佐渡市の取組について

佐渡市教育委員会



佐渡市について

 人口 48,596人（R6年6月30日現在）
 面積 855.68ｋ㎡ （東京23区の1.4倍）
 周囲 280.8ｋｍ

 児童生徒数 2,993人（Ｒ6年5月1日現在）
（小：1,945人、中：1,048人）

 学校数 小学校22校、中学校13校
（このほか島内には、県立高校及び中等教

育学校、特別支援学校が計5校、私立専門
学校が2校）

新潟市の西方約45kmに位置し本土との行き来
は、主にはジェットフォイルとカーフェリー
（新潟市までそれぞれ約1時間、2時間半）



佐渡市について

※写真は「佐渡芸能アーカイブ」、「佐渡ジオパーク公式サイト」より

自然と遺産
世界文化遺産
世界農業遺産
日本ジオパーク

伝統芸能
⿁太鼓
人形芝居
能楽
片野尾歌舞伎
佐渡おけさ等

伝統工芸
無名異焼き
裂き織り
竹細工等



佐渡市について

※写真は「佐渡観光ナビ」「新潟観光ナビ」より

４大スポーツ大会
佐渡ロングライド
佐渡トキマラソン
佐渡オープンウォータースイミング
佐渡国際トライアスロン



佐渡市における学校部活動の状況について

卓球、陸上（駅伝含む）

バドミントン、陸上（駅伝含む）

バスケ、バレー、野球、
ソフトテニス、陸上（駅伝含む）

バスケ、バレー、野球、
卓球、ソフトテニス、
陸上（駅伝含む）、
音楽（リコーダー）

卓球、バドミントン、
陸上（駅伝含む）

野球、卓球、ソフトテニス、
陸上（駅伝含む）

バスケ、野球、バドミントン、
ソフトテニス、陸上（駅伝含む）、
吹奏楽、音楽（リコーダー）

バスケ、バレー、野球、
バドミントン、
ソフトテニス、
陸上（駅伝含む）、
吹奏楽、茶花、美術

バスケ、バレー、野球、
卓球、陸上（駅伝含む）

バスケ、バレー、野球、
バドミントン、陸上（駅伝含む）、
文芸（呈茶）

学校によって種目数に大きな差。団体種目は人数不足も。文化系種目も少ない。

 中学校13校



佐渡市における学校部活動の状況について

部活動の地域移行を検討するために令和4年度に全中学生を対象にアンケートを実施

「休日は何もしたくない」
との回答が53％

休日の学校部活動がなくなった場合に子供たちのスポーツ・文化離れが危惧



「佐渡市地域クラブ活動」の基本目標

「佐渡市地域クラブ活動推進計画（佐渡プラン）」（p10）

〇「佐渡市地域クラブ活動」の目標



目的やねらいについて

〇目指す生徒の姿

「佐渡市地域クラブ活動推進計画（佐渡プラン）」（p10）



・スキルアップや経験
を積んでもらう

・普段の学校部活動の
種目

・エリアごとに会場を
設定し、学校の枠を
超えて参加可能

・バスケットボール、
バドミントン、野球、
吹奏楽など

・楽しみながら魅力を
感じてもらう

・学校部活動にはない
様々な種目

・経験の有無にかかわ
らず誰でも参加可能

・マリンスポーツ、ト
レッキング、人形芝
居、民謡、能など

２つの活動形態

スキップ型 エンジョイ型

「佐渡市地域クラブ活動推進計画（佐渡プラン）」（p14）



活動紹介（野球、ソフトテニス、バドミントン、柔道）



活動紹介（野球、ソフトテニス、バドミントン、柔道）



活動紹介（ボート、ボルダリング、自転車）



活動紹介（ボート、ボルダリング、自転車）



活動紹介（ゴルフ、トレッキング、ダンス）



活動紹介（ゴルフ、トレッキング、ダンス）



活動紹介（吹奏楽）



活動紹介（吹奏楽）



活動紹介（華道、茶道、競技かるた）



活動紹介（華道、茶道、競技かるた）



活動紹介（民謡、⿁太鼓、能楽、人形芝居）



活動紹介（民謡、⿁太鼓、能楽、人形芝居）



活動紹介（ギター、習字、美術、カメラ、佐渡探究）

カメラ部



活動紹介（ギター、習字、美術、カメラ、佐渡探究）

カメラ部



企業等との連携

島外企業プロチーム×島内指導者

島外企業プロチーム×佐渡市地域クラブ

島内ＩＴ企業×島内専門学校×佐渡市地域クラブ



〇令和５年度
・４月 教委３課合同で具体的な地域移行案の検討スタート
・６月 各学校⾧への説明会、推進協議会の設置

第１回佐渡市地域クラブ活動推進協議会（移行概要について協議・了承）
・７月 各学校ごとに保護者説明会（教育委員会が説明）
・８月 第２回佐渡市地域クラブ活動推進協議会（推進計画案等の協議・了承）

全中学生に募集案内を配付
・９月 Ｒ５佐渡市地域クラブ活動スタート（月1回実施）
・１月 第３回佐渡市地域クラブ活動推進協議会

（取組状況報告、翌年度方針について協議）
・３月 第４回佐渡市地域クラブ活動推進協議会

（翌年度方針について協議・了承）
〇令和６年度
・５月 第１回佐渡市地域クラブ活動推進協議会（状況報告等）

Ｒ６佐渡市地域クラブ活動スタート（月２回実施）

これまでの主な経過について



令和６年度佐渡プラン（概要版）



各種手引き等について

〇Ｒ８までを見据えた推進計画 〇指導者向けの指導手引き 〇指導者向けの安全管理マニュアル

〇保護者向けのＱ＆Ａ 〇教員向けの兼職兼業案内

佐渡市教育委員会ＨＰ



周知等について

〇市民向けの活動だより（月１回発行）

〇周知用ポスター

佐渡市教育委員会ＨＰ



地域のスポーツを通じた国際交流活動に従事
• 学校部活動や佐渡市地域クラブ活動での専門
的なスポーツ指導

• 地域のスポーツ指導者に対する実技指導
• 保育所及び幼稚園における英語やスポーツに
親しむ遊戯及び国際親善活動への参加

• 佐渡市公民館事業等におけるスポーツ活動へ
の協力 等

学校で語学指導や国際理解教育に従事
• 学校の授業及び国際理解教育の補助
• 英語教材作成の補助及び英語能力コンテ
スト等への協力

• 保育所及び幼稚園における英語に親しむ
遊戯及び国際親善活動への参加

• 佐渡市公民館事業等における英会話学習
への協力 等

 任 期 １年ごと更新（最大５年）
 勤 務 週３５時間（１日につき７時間を超えない範囲）
 関係団体 （一財）自治体国際化協会、総務省、外務省、文部科学省

＜目的＞外国青年を招致して地方自治体で任用し、外国語教育の充実と
地域の国際交流の推進を図る。

ALT（Assistant Language Teacher）
外国語指導助手

＜担当＞学校教育課（学校指導係）
R5：８名⇒R6：１３名（増員）

＜担当＞社会教育課（社会体育係）
R5：０名⇒R6：３名（新規）※県内初

SEA（Sports Exchange Advisor）
スポーツ国際交流員

ＪＥＴプログラム（ＳＥＡ）について



ＪＥＴプログラム（ＳＥＡ）について



ＪＥＴプログラム（ＳＥＡ）について



スポーツ庁 令和５年度 運動部活動の地域移行等に向けた実証
事業 事例集



文化庁 文化部活動の地域移行等に向けた実証事業事例集
（令和６年８月）







①地域の理解と協力
学校の働き方改革、部活の移行、だけではなかなか理解が得

られにくい（地域に責任が押し付けられるのではないか）。
⇒あくまで子供たちのスポーツ・文化活動を充実するため。子
供たちに活動を知り体験してもらうことは指導者・団体側にも
メリット。地域全体で子供たちを育むという意識の醸成。

②保護者の負担感
これまで教育活動として学校で行ってきたものであり、いき

なり自己負担では納得感が得られない。送迎による負担増も。
⇒国の補助を活用し廉価な参加費でスタートし、参加者数増を
最優先。保護者も一緒に見学・体験してもらうことで理解を図
る。使わなくなった道具のリユースを住民に呼びかけ。適切な
自己負担額は引き続き検討課題（毎年度見直し）。

地域移行を進める上での壁や課題について



③指導者の確保
地域だけでは指導者が足りず、指導自体にも不安感。離島であ

るが故に広域間での連携も厳しい。
⇒教員の兼職兼業を同時に導入するとともに令和6年度からは市
役所職員の兼業もスタート。国内企業や島内ＩＴ企業とも積極的
に連携（スポーツ、プログラミング）。新たにＳＥＡ（スポーツ
国際交流員）の招致やＡＬＴ（英会話クラブ等）の活用も。教委
主催の研修会で指導者を育成。

④自治体の組織
部活地域移行の所掌課があいまいで進めにくい。特に、学校教

育課なのか社会教育課なのか。スポーツ・文化の所掌が首⾧部局
にある自治体も。
⇒各課で役割分担はしつつもあくまで３課合同（教育総務課、学
校教育課、社会教育課）で教育委員会全体としての取組に。

地域移行を進める上での壁や課題について


